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　ここで提供しているのは階層クラスター分析です。これは、近いものから順番に併合（グルーピング）するという方法をとるので、あらかじめクラスター数を決める必要がありません。また、ただ単に分類するだけでなく、結果として出力される樹形図から、分類の過程でできるクラスターがどのように結合されていくかを一つひとつ確認できるので、クラスター数を後から決めることができます。
[image: ]　例えば、3つに分けようと思えば、縦の線を3本横切るような線を引き、その線から下に繋がっている要素を1つのクラスターと考えれば、任意のクラスター数に分けることができます。最小は全体である1クラスター、最大は要素数に等しくなります。

【元データの正規化】
解析に使用する変数が異なった単位で表されているときには，正規化した方がよいかもしれないと言われます。しかし、ある変数が決定的な性質を持つ場合には，正規化することは他の変数と同格に取り扱ってしまうことになるので正規化しない方がよいかもしれないと考えられます。ここで提供しているエクセルブックでは、「①元データを正規化？」（トグルボタン）によって、正規化するか、しないかを簡単に設定するようにしています。

[bookmark: _GoBack]【基本的な計算手順】
主計算ルーチンは、群馬大学社会情報学部　青木繁伸教授が公開しているマクロプログラムを使っています。その計算手順は次のとおりです。
（１）　n個の個体（n個のクラスター）について，p個の変数があるとする。
 Xi1，Xi2， ... ， Xip（i = 1，2， ... ，n）があるとする。
（２）　クラスター間のユークリッド平方距離dij2 を計算する。
（３）　ユークリッド平方距離の最も近いクラスターを併合して，新たなクラスターを作る。
（４）　クラスター総数が１個減る。
（５）　クラスター数が１つになるまで（２）～（４）を繰り返す

【クラスタリングの種類】
　階層的クラスタリングの主な手法として次の７種類があります。最適な手法というものはなく、おおむね次の番号の若い順に試し、デンドログラム（樹系図）の結果から得られる知見に基づいて選択すれば良いと言われています。ここで提供しているエクセル・マクロ・ブックでは、７種類のデンドログラムをすべて作成し、比較できるように工夫してあります。
[image: ]（１）ウォード法：　クラスター内のデータの平方和を最小にする方法。
データ全体をバランス良く分類できます。迷ったらウォード法とも言われます。
最も分類感度が高く、明確なクラスターが作られると評価されています。
（２）郡平均法：　各クラスターに属する要素の平均値を代表値として併合する方法。
極端な空間濃縮、拡散が発生せず、穏当な結果が得られるようです。
ウォード法で満足できない場合は、２番目に試す価値があると評価されています。
（３）最遠隣法（最長距離法）：　最も遠いものから順に併合する方法。
クラスター間の最も遠いものどうしを、それぞれのクラスターの代表として併合する方法。
空間の拡散が起こり、分類感動は高いが、過剰に分割される傾向があるようです。
一方、併合されたクラスタは、以後、併合されにくくなる傾向があります。
（４）最近隣法（最短距離法）：　最も近いものから順に併合する方法。
クラスター間の最も近い距離にあるものどうしを、クラスターの代表として併合する方法。
分類感度は低いく、直観に反した結果が得られることもあるようです。
併合されたクラスターは他のクラスターとの併合が促進され鎖状態のグラフが得られます。
（５）メディアン法：　中央値（メディアン）を代表値としてクラスタリングを継続する方法。
最近隣法と最遠隣法の折衷法で、クラスター間の距離の逆転が生じることがあります。
（６）重心法：　複数の項目の重心を代表値としてクラスタリングを継続する方法。
クラスター間の距離の逆転が生じることがあります。
（７）可変法：　パラメータβ（-1.0～1.0）を指定して空間の濃縮・拡散を調整する方法。
パラメータが１に近いほど分類感度は低くなり、空間は濃縮されます。
負の値を指定すると、分類感度が高くなり、空間の拡散が起こります。
一般には -0.25～0.0 の範囲の値を指定しますが、βの初期値（推奨値）は-0.25です。
Topシートで、「β＋」、「β－」のマクロボタンを使って簡単に変更することができます。

【分析の手順】
（１）元データを正規化するかどうかを決める。（初期値は「する」）
（２）デンドログラムを描く時の距離を選ぶ。（初期値は「平方距離」）
（３）可変法のパラメータβを決める。（初期値は「-0.25」）
（４）元データをコピー＆ペーストなどによって入力する。
　　　　　　元データの第B列のラベルはデンドログラムのクラスター名として表示されます。
　　　　　　元データの第５行のラベルは分析者の備考欄で、分析には影響を与えません。
　　　　　　元データの行数（クラスター数、ケース数）、列数（カテゴリー数）は自動計算します。
（５）「分析：７種全部」マクロボタンを押下すれば分析処理を開始します。
７種類のデンドログラムを描画し、ウォード法のシートを表示すれば終わりです。
よりクリアに、適切に分類できているデンドログラムを採用してください。
　（６）「可変法のみ」マクロボタンを押すと、可変法だけを再実施します。
拡散・分離し過ぎであれば「β＋」、濃縮・集結し過ぎであれば「β－」の調節をし、可変
法だけを再実施して、新たに描画させてみてください。

　適切なデンドログラムが得られなかった場合は、手順（１）正規化を「する」⇒「しない」、手順（２）デンドログラム表示の距離は「平方距離」⇒「距離」を変更することによって、更に７×（４－１）＝２１種類のデンドログラムを得ることができます。


【引用】　このマクロ・ブックの主計算ルーチンには、群馬大学社会情報学部教授　青木繫伸氏が公開しているＶＢＡマクロを引用しました。厚く感謝申し上げます。
多変量解析の自習ノート：http://aoki2.si.gunma-u.ac.jp/lecture/mva.html
多変量解析エクセルVBA：http://aoki2.si.gunma-u.ac.jp/lecture/stats-by-excel-old/vba/index.html
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